
平成

一
る
」

年 月 日 金曜日

狩
次
の

「
鳥

二
項

め
る

山 口 県

休銃
山

報

○
告狩鳥鳥特 毎

（号 外 ）

制
限
す
る
猟
法
に
関
す
る
部
分

を
「
禁
止
す
る
」
に
改
め
る
。

猟
鳥
獣
の
捕
獲
の
制
限
に
関
す
る

よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

」
に
、
「
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
を
制

。 猟
区
の
指
定
（
自
然
保
護
課
）
…
…

猟
禁
止
区
域
の
設
定
に
関
す
る
告
示

告

口
県
告
示
第
四
百
八
号

目

次

示猟
鳥
獣
の
捕
獲
の
制
限
に
関
す
る
告

獣
保
護
区
の
指
定
（
自
然
保
護
課
）

獣
保
護
区
の
設
定
に
関
す
る
告
示
の

別
保
護
地
区
の
指
定
に
関
す
る
告
示

週
火
・
金
曜
日
発
行

及
び
二

猟
法
を
制
限
す
る
区

告
示
（
平
成
九
年
山
口
県
告
示

山
口
県
知

律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法

限
す
る
」
を
「
対
象
狩
猟
鳥
獣

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

の
一
部
改
正
（
自
然
保
護
課
）
…
…
…

示

示
の
一
部
改
正
（
自
然
保
護
課
）
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
部
改
正
（
三
件
）
（
自
然
保
護
課
）

の
一
部
改
正
（
二
件
）
（
自
然
保
護
課域

に
関
す
る
部
分
中
「
制
限
す

第
七
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を

事

二

井

関

成

）
第
一
条
ノ
四
第
三
項
」
を

律
第
八
十
八
号
）
第
十
二
条
第

の
捕
獲
等
を
禁
止
す
る
」
に
改

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

平 成 年
月 日

（金曜日）

「
平
成
三
十
一
年
十
月
三
十
一

峨
嵋
山
鳥
獣
保
護
区
の
三

鳥
獣
保
護
区
の
設
定
に
関
す

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス

に
基
づ
き
」
を
「
鳥
獣
の
保
護

号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

峨
嵋
山
鳥
獣
保
護
区
の
三

集
団
繁
殖
地

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
カ
ラ
ス

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

図
る
。

山
口
県
告
示
第
四
百
十
号

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十

一

名
称

蓋
井
島
鳥
獣
保
護

二

区
域

下
関
市
蓋
井
島
全

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

三

猟
法
を
制
限
す
る
期
間

三

猟
法
を
禁
止
す
る
期
間

山
口
県
告
示
第
四
百
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
鳥
獣

日
」
に
改
め
る
。

存
続
期
間
に
関
す
る
部
分
の
次
に

る
告
示
（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県

日

山
口

ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十

及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

定
に
よ
り
」
に
、
「
設
定
す
る
」

存
続
期
間
に
関
す
る
部
分
中
「
平

バ
ト
が
集
団
で
繁
殖
し
て
お
り
、

か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
と
し
て
指
定

日

山
口

区域
（
面
積

二
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一

す
る
指
針

に
関
す
る
部
分
を
次
の
よ
う
に
改

平
成
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成

正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

保
護
区
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

一

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

告
示
第
七
百
八
十
五
号
）
の
一
部

県
知
事

二

井

関

成

二
号
）
第
八
条
ノ
二
第
一
項
の
規

律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十

を
「
指
定
す
る
」
に
改
め
る
。

成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
」

鳥
類
の
保
護
の
た
め
重
要
な
区
域

し
、
当
該
区
域
内
の
鳥
獣
の
保
護

県
知
事

二

井

関

成

）年
十
月
三
十
一
日
ま
で

め
る
。

二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八

。

を定八を でを 条

告

示



平

〇
〇

成 年 月 日 金曜日

に
基

号
）二

軒
屋

崎
と

山 口

山
鳥

の
よ

県 報

霜
「
平霜

四

（号 外 ）

四

七
林
班
」
に
、
「
同
大
字
字
高
良

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律

づ
き
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

区
域
に
関
す
る
部
分
中
「
阿
武

線
」
を
「
市
道
二
軒
屋
線
」
に
、

大
字
須
佐
と
の
大
字
界
線
」
に
、

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹
を
中
心

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥

る
。

口
県
告
示
第
四
百
十
一
号

獣
保
護
区
の
設
定
に
関
す
る
告
示

う
に
改
正
す
る
。

降
山
鳥
獣
保
護
区
の
三

存
続

成
三
十
一
年
十
月
三
十
一
日
」
に

降
山
鳥
獣
保
護
区
の
三

存
続
期

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹
を
中
心

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥

る
。

か
ら
同
大
字
字
前
地
」
を
「
市

山
口
県
知

（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

り
」
に
、
「
設
定
す
る
」
を
「

郡
須
佐
町
大
字
須
佐
」
を
「
萩

「
同
郡
田
万
川
町
と
須
佐
町
と

「
同
境
界
線
」
を
「
同
大
字
界

と
し
た
森
林
を
有
し
、
鳥
獣
の

獣
保
護
区
と
し
て
指
定
し
、
当

（
昭
和
五
十
四
年
山
口
県
告
示

期
間
に
関
す
る
部
分
中
「
平
成
二

改
め
る
。

間
に
関
す
る
部
分
の
次
に
次
の

針 針と
し
た
森
林
を
有
し
、
鳥
獣
の

獣
保
護
区
と
し
て
指
定
し
、
当

道
前
地
・
高
山
線
」
に
、
「
町

事

二

井

関

成

）
第
八
条
ノ
八
第
一
項
の
規
定

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

指
定
す
る
」
に
改
め
る
。

市
大
字
須
佐
」
に
、
「
町
道
二

の
境
界
線
」
を
「
同
市
大
字
江

線
」
に
、
「
七
林
班
」
を
「
五

保
護
の
た
め
重
要
な
区
域
で
あ

該
区
域
内
の
鳥
獣
の
保
護
を
図

第
千
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次

十
一
年
十
月
三
十
一
日
」
を

よ
う
に
加
え
る
。

保
護
の
た
め
重
要
な
区
域
で
あ

該
区
域
内
の
鳥
獣
の
保
護
を
図

森
林
鳥
獣
生
息
地

に
」
を
「
同
市
大
畠
と
柳
井
と

大
畠
と
日
積
と
の
大
字
界
線
と

線
に
沿
っ
て
西
に
進
み
、
起
点

積

二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
に

三

存
続
期
間
に
関
す
る
部

十
一
日
」
に
改
め
る
。

三

存
続
期
間
に
関
す
る
部

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス

に
基
づ
き
」
を
「
鳥
獣
の
保
護

号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

二

区
域
に
関
す
る
部
分
中

日
積
」
を
「
柳
井
市
柳
井
字
琴

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

図
る
。

山
口
県
告
示
第
四
百
十
二
号

鳥
獣
保
護
区
の
設
定
に
関
す

よ
う
に
改
正
す
る
。

道
前
地
高
山
線
」
を
「
同
市
道

三

存
続
期
間
に
関
す
る
部

十
一
日
」
に
改
め
る
。

三

存
続
期
間
に
関
す
る
部

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

の
大
字
界
線
に
」
に
、
「
同
市
と

の
」
に
、
「
同
境
界
線
に
沿
っ
て

」
に
、
「
一
円
の
区
域
（
面
積
二

改
め
る
。

分
中
「
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十

分
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

す
る
指
針

日

山
口

ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十

及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

定
に
よ
り
」
に
、
「
設
定
す
る
」

「
柳
井
市
大
字
柳
井
字
琴
石
の
玖

石
の
同
市
大
畠
と
日
積
と
柳
井
」

及
び
針
葉
樹
の
混
交
林
を
有
し
、

か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
と
し
て
指
定

る
告
示
（
平
成
元
年
山
口
県
告
示

」
に
、
「
同
町
道
」
を
「
同
市
道

分
中
「
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十

分
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

す
る
指
針

同
町
と
の
境
界
線
と
の
」
を
「
同

西
に
進
み
、
起
点
」
を
「
同
大
字

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
を
「
区
域
（

一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
十
月

県
知
事

二

井

関

成

二
号
）
第
八
条
ノ
八
第
一
項
の
規

律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十

を
「
指
定
す
る
」
に
改
め
る
。

珂
郡
大
畠
町
と
同
大
字
と
同
市
大

に
、
「
同
市
と
同
町
と
の
境
界

鳥
獣
の
保
護
の
た
め
重
要
な
区
域

し
、
当
該
区
域
内
の
鳥
獣
の
保
護

第
八
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次

」
に
改
め
る
。

一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
十
月

二

市界面三 定八字線 でをの 三



平成

霜
十
一

年 月 日 金曜日

霜
ル
）

山 口 県

峨
ル
）峨

十
一峨

る
。

四

報

特
次
の

に
基

号
）

（号 外 ）

山

降
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
十
月
三

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹
を
中
心

各
種
の
鳥
獣
に
と
っ
て
良
好
な
生

区
と
し
て
指
定
し
、
当
該
区
域
内

降
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地

」
を
「
（
面
積

七
〇
ヘ
ク
タ
ー

嵋
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地

」
を
「
（
面
積

四
七
ヘ
ク
タ
ー

嵋
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
十
月
三

嵋
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る

特
別
保
護
地
区
の
区
分

別
保
護
地
区
の
指
定
に
関
す
る
告

よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律

づ
き
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹
を
中
心

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥

る
。

口
県
告
示
第
四
百
十
三
号

の
三

存
続
期
間
に
関
す
る
部

十
一
日
」
に
改
め
る
。

と
し
た
森
林
を
有
し
、
ウ
グ
イ

息
環
境
に
あ
る
も
の
と
認
め
ら

の
鳥
獣
及
び
そ
の
生
息
地
の
保

区
の
二

区
域
に
関
す
る
部
分

ル
）
」
に
改
め
る
。

区
の
二

区
域
に
関
す
る
部
分

ル
）
」
に
改
め
る
。

の
三

存
続
期
間
に
関
す
る
部

十
一
日
」
に
改
め
る
。

区
の
三

存
続
期
間
に
関
す
る
部

指
針

示
（
昭
和
五
十
四
年
山
口
県
告

山
口
県
知

（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

り
」
に
改
め
る
。

と
し
た
森
林
を
有
し
、
鳥
獣
の

獣
保
護
区
と
し
て
指
定
し
、
当

分
中
「
平
成
二
十
一
年
十
月
三

ス
、
メ
ジ
ロ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
等
の

れ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
保
護
地

護
を
図
る
。

中
「
（
面
積
七
〇
ヘ
ク
タ
ー

中
「
（
面
積
四
七
ヘ
ク
タ
ー

分
中
「
平
成
二
十
一
年
十
月
三

分
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

示
第
千
六
十
四
号
）
の
一
部
を

事

二

井

関

成

）
第
八
条
ノ
八
第
三
項
の
規
定

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

保
護
の
た
め
重
要
な
区
域
で
あ

該
区
域
内
の
鳥
獣
の
保
護
を
図

ら
同
大
字
界
線
に
沿
つ
て
南

至
り
、
同
所
か
ら
錦
町
宇
佐

の
四
小
班
と
の
小
班
界
に
至

一
の
六
小
班
と
一
一
の
七
小

小
班
と
の
小
班
界
の
接
点
に

と
の
小
班
界
に
沿
つ
て
西
に

と
の
小
班
界
の
接
点
に
至
り

に
沿
つ
て
西
に
進
み
、
同
林

界
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

て
西
に
進
み
、
岩
徳
森
林
計

境
界
線
に
沿
つ
て
西
に
進
み

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス

に
基
づ
き
」
を
「
鳥
獣
の
保
護

号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規

羅
漢
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保

二

区
域

羅
漢
山
鳥
獣
保
護

起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境

各
種
の
鳥
獣
に
と
っ
て
良

区
と
し
て
指
定
し
、
当
該

山
口
県
告
示
第
四
百
十
四
号

特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
関

の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十

霜
降
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保

る
。

四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に

特
別
保
護
地
区
の
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹

西
に
進
み
、
錦
町
宇
佐
郷
と
錦
町

郷
と
本
郷
町
本
谷
と
の
大
字
界
線

り
、
同
所
か
ら
同
小
班
界
に
沿
つ

班
と
八
〇
七
三
林
班
の
一
二
の
二

至
り
、
同
所
か
ら
八
〇
七
二
林
班

進
み
、
同
林
班
の
一
一
の
六
小
班

、
同
所
か
ら
同
林
班
の
一
一
の
六

班
の
一
一
の
六
小
班
と
一
一
の
九

ら
同
林
班
の
一
一
の
六
小
班
と
一

画
区
の
区
域
の
境
界
線
に
至
り
、

、
岩
国
市
錦
町
大
原
と
本
郷
町
本

山
口

ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十

及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

定
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

護
地
区
の
二

区
域
に
関
す
る
部

区
内
の
広
島
県
と
山
口
県
と
の
境

界
線
に
沿
つ
て
南
に
進
み
、
八
〇

好
な
生
息
環
境
に
あ
る
も
の
と
認

区
域
内
の
鳥
獣
及
び
そ
の
生
息
地

す
る
告
示
（
昭
和
六
十
年
山
口
県

一
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

日 護
地
区
の
三

存
続
期
間
に
関
す

関
す
る
指
針

を
中
心
と
し
た
森
林
を
有
し
、
オ

三

大
原
と
本
郷
町
本
谷
と
の
境
界
点

に
沿
つ
て
南
西
に
進
み
、
四
〇
五

て
西
に
進
み
、
八
〇
七
二
林
班
の

小
班
と
一
二
の
三
小
班
と
一
二
の

の
一
一
の
六
小
班
と
一
一
の
七
小

と
一
一
の
七
小
班
と
一
一
の
九
小

小
班
と
一
一
の
九
小
班
と
の
小
班

小
班
と
一
一
の
一
〇
小
班
と
の
小

一
の
一
〇
小
班
と
の
小
班
界
に
沿

同
所
か
ら
同
森
林
計
画
区
の
区
域

谷
と
の
大
字
界
線
に
至
り
、
同
所

県
知
事

二

井

関

成

二
号
）
第
八
条
ノ
八
第
三
項
の
規

律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十

分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

界
線
と
県
道
佐
伯
錦
線
と
の
交
点

七
三
林
班
の
一
二
の
二
小
班
と
一

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
保
護

の
保
護
を
図
る
。

告
示
第
八
百
七
十
号
）
の
一
部
を

。
る
部
分
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

オ
ル
リ
、
メ
ジ
ロ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
等

に〇 一四班班界班つのか 定八を二 地次 えの



平

三

成 年 月 日 金曜日

しり道みのにりび線

山 口

山
鳥

第
一

一二

県 報

と所二六同沿

（号 外 ）

林と〇沿のか六沿
存
続
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一

、
同
所
か
ら
一
般
国
道
三
七
六
号

、
同
所
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北

猪
迫
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
赤

、
鳴
橋
西
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら

三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国

至
り
、
同
所
か
ら
一
般
国
道
三
七

、
同
所
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
南

市
道
神
具
岩
線
と
の
交
差
点
に
至

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（
面
積

口
県
告
示
第
四
百
十
五
号

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

項
の
規
定
に
よ
り
、
休
猟
区
を
次

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

名
称

緑
山
休
猟
区

区
域

周
南
市
大
字
長
穂
の
一
般

の
境
界
線
に
沿
つ
て
北
東
に
進
み

か
ら
六
二
〇
一
林
班
と
六
二
〇
七

〇
六
林
班
と
六
二
〇
七
林
班
と
の

林
班
と
の
林
班
界
に
沿
つ
て
北
に

市
有
林
と
民
有
林
と
の
境
界
線
に

つ
て
北
東
に
進
み
、
起
点
に
至
る

班
と
六
二
〇
七
林
班
と
六
二
一
〇

六
二
一
〇
林
班
と
の
林
班
界
に
沿

林
班
と
の
林
班
界
の
接
点
に
至
り

つ
て
北
に
進
み
、
同
森
林
計
画
区

境
界
線
に
沿
つ
て
北
東
に
進
み
、

ら
同
林
班
界
に
沿
つ
て
北
に
進
み

二
〇
六
林
班
の
九
一
の
一
小
班
の

つ
て
南
に
進
み
、
岩
国
市
有
林
と

月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十

に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
市
道

西
に
進
み
、
市
道
猪
迫
線
と
の

瀬
橋
南
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら

林
道
渡
瀬
鳴
線
に
沿
っ
て
南
に

道
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
、
一

六
号
に
沿
っ
て
西
に
進
み
、
市

西
に
進
み
、
一
般
国
道
三
一
五

り
、
同
所
か
ら
同
国
道
に
沿
っ

一
、
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法

の
と
お
り
指
定
す
る
。山

口
県
知

国
道
三
一
五
号
と
一
般
国
道
三

、
六
二
〇
一
林
班
と
六
二
〇
七

林
班
と
の
林
班
界
に
沿
つ
て
北

林
班
界
の
接
点
に
至
り
、
同
所

進
み
、
同
市
有
林
と
民
有
林
と

沿
つ
て
北
東
に
進
み
、
同
県
道

線
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（

林
班
と
の
林
班
界
の
接
点
に
至

つ
て
北
に
進
み
、
六
二
〇
七
林

、
同
所
か
ら
六
二
〇
七
林
班
と

の
区
域
の
境
界
線
に
至
り
、
同

六
二
〇
七
林
班
と
六
二
〇
八
林

、
同
県
道
に
至
り
、
同
所
か
ら

西
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
森

民
有
林
と
の
境
界
線
に
至
り
、

月
三
十
一
日
ま
で

長
穂
向
道
線
と
の
三
差
路
に
至

三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
市

錦
川
右
岸
に
沿
っ
て
北
東
に
進

進
み
、
一
般
国
道
四
三
四
号
と

般
国
道
三
七
六
号
と
の
三
差
路

道
神
具
岩
線
と
の
三
差
路
に
至

号
と
市
道
長
穂
山
手
一
号
線
及

て
北
西
に
進
み
、
起
点
に
至
る

律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四
条

事

二

井

関

成

七
六
号
と
の
三
差
路
を
起
点
と

林
班
と
の
林
班
界
に
至
り
、
同

に
進
み
、
六
二
〇
一
林
班
と
六

か
ら
六
二
〇
一
林
班
と
六
二
〇

の
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
に

面
積

一
〇
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

り
、
同
所
か
ら
六
二
〇
七
林
班

班
と
六
二
〇
八
林
班
と
六
二
一

六
二
〇
八
林
班
と
の
林
班
界
に

所
か
ら
同
森
林
計
画
区
の
区
域

班
と
の
林
班
界
に
至
り
、
同
所

同
県
道
に
沿
つ
て
東
に
進
み
、

林
計
画
区
の
区
域
の
境
界
線
に

同
所
か
ら
同
市
有
林
と
民
有
林

し
、
同
所
か
ら
同
市
道
に
沿

江
崎
陶
線
の
終
点
に
至
り
、

の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か

穂
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一

一

名
称

狗
留
孫
山
休
猟
区

二

区
域

山
口
市
徳
地
堀
の

に
進
み
、
同
市
黒
川
と
陶
と

字
界
線
に
沿
っ
て
東
に
進
み

同
市
大
内
御
堀
と
鋳
銭
司
と

銭
司
と
の
境
界
点
に
至
り
、

み
、
山
口
市
と
防
府
市
と
の

国
道
二
号
に
至
り
、
同
所
か

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
に

線
と
市
道
今
宿
東
四

線

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一

一

名
称

陶
・
鋳
銭
司
休
猟

二

区
域

山
口
市
陶
の
県
道

し
、
同
所
か
ら
県
道
山
口
小

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
大
字

境
界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

郡
上
郷
と
黒
川
と
陶
と
の
境

一

名
称

白
石
岳
休
猟
区

二

区
域

周
南
市
大
字
鹿
野

し
、
同
所
か
ら
同
市
道
に
沿

か
ら
市
道
奥
畑
秘
密
尾
線
に

路
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
、

み
、
起
点
に
至
る
線
に
よ
っ

っ
て
北
西
に
進
み
、
県
道
山
口
鹿

同
所
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
西
に

ら
県
道
山
口
阿
知
須
宇
部
線
に
沿

所
か
ら
県
道
山
口
小
郡
秋
穂
線
に

面
積

二
、
三
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四

一
般
国
道
三
七
六
号
と
市
道
漆
尾

鋳
銭
司
と
の
境
界
点
に
至
り
、
同

、
同
市
大
内
御
堀
と
黒
川
と
鋳
銭

の
大
字
界
線
に
沿
っ
て
南
東
に
進

同
所
か
ら
同
市
上
小

と
鋳
銭
司

境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境

ら
同
国
道
に
沿
っ
て
西
に
進
み
、

沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
一
般
国
道

と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四

区山
口
小
郡
秋
穂
線
と
県
道
山
口
阿

郡
秋
穂
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、

界
線
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
同

同
市
小
郡
上
郷
と
陶
と
の
大
字
界

界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
黒

下
の
県
道
徳
山
徳
地
線
と
市
道
坂

っ
て
北
東
に
進
み
、
市
道
奥
畑
秘

沿
っ
て
南
に
進
み
、
同
県
道
に
通

同
県
道
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

て
囲
ま
れ
た
区
域
（
面
積

一
、

野
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所

進
み
、
県
道
山
口
阿
知
須
宇
部
線

っ
て
西
に
進
み
、
県
道
山
口
小
郡

沿
っ
て
北
に
進
み
、
起
点
に
至
る

）年
十
月
三
十
一
日
ま
で

・
引
谷
線
と
の
三
差
路
を
起
点

所
か
ら
同
市
黒
川
と
鋳
銭
司
と
の

司
と
の
境
界
点
に
至
り
、
同
所
か

み
、
同
市
大
内
御
堀
と
上
小

と

と
の
大
字
界
線
に
沿
っ
て
南
に

界
線
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
、
一

市
道
今
宿
東
四

線
と
の
三
差
路

二
号
と
市
道
四

小
森
線
と
市
道

同
国
道
に
沿
っ
て
西
に
進
み
、
県

年
十
月
三
十
一
日
ま
で

知
須
宇
部
線
と
の
三
差
路
を
起
点

同
市
小
郡
下
郷
と
陶
と
の
大
字
界

市
小
郡
上
郷
と
小
郡
下
郷
と
陶
と

線
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
同
市

川
と
陶
と
の
大
字
界
線
に
沿
っ
て

根
秘
密
尾
線
と
の
三
差
路
を
起
点

密
尾
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

ず
る
道
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

所
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
北
西
に

三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

四

か と秋線と 大ら鋳進般に四道 と線の小東 と所道進



平成

道敷

年 月 日 金曜日

と至山田にみ敷敷

山 口 県

て線阿ま
三一二

報

一二
か原て田点谷

（号 外 ）

らに交て
三

殿
敷
二
号
線
と
の
三
差
路
に
至
り

御
幣
司
線
と
市
道
殿
敷
公
民
館
線

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら

り
、
同
所
か
ら
市
道
高
山
線
に
沿

用
貞
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同

線
と
市
道
土
井
草
場
線
及
び
市
道

進
み
、
県
道
山
陽
豊
田
線
と
の
三

、
市
道
一
の
瀬
線
と
の
三
差
路
に

中
央
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

稲
光
日
野
線
と
の
交
差
点
に
至
り

南
西
に
進
み
、
同
町
大
字
生
雲
東

に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
一
般
国

武
川
右
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

れ
た
区
域
（
面
積

九
三
五
ヘ
ク

存
続
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一

名
称

豊
ヶ
岳
休
猟
区

区
域

下
関
市
菊
川
町
大
字
東
中

名
称

千
頭
休
猟
区

区
域

阿
武
郡
阿
東
町
大
字
生
雲

ら
同
町
道
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み

田
代
線
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
町

南
に
進
み
、
林
道
田
代
線
と
の
三

代
支
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

に
至
り
、
同
所
か
ら
一
〇
八
林
班

筋
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み
、
山
口

同
県
道
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、

沿
っ
て
南
に
進
み
、
一
般
国
道
三

差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
国

囲
ま
れ
た
区
域
（
面
積

一
、
九

存
続
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一

、
同
所
か
ら
市
道
殿
敷
二
号
線

及
び
市
道
殿
敷
二
号
線
と
の
交

同
市
道
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み

っ
て
東
に
進
み
、
市
道
高
山
線

所
か
ら
市
道
土
井
草
場
線
に
沿

森
祐
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、

差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
に
沿

所
か
ら
市
道
矢
田
殿
敷
中
央
線

、
同
所
か
ら
市
道
殿
敷
稲
光
日

分
と
大
字
篠
目
と
の
大
字
界
線

道
九
号
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

川
右
岸
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み

タ
ー
ル
）

月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十

山
と
豊
田
町
大
字
城
戸
と
の
大

東
分
の
町
道
榎
谷
杉
原
線
の
榎

、
町
道
杉
原
田
代
線
と
の
三
差

道
田
代
墓
地
線
に
至
り
、
同
所

差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林

所
か
ら
林
道
田
代
支
線
に
沿
っ

と
二
四
四
林
班
と
二
五
六
林
班

市
と
同
町
と
の
境
界
線
に
至
り

一
般
国
道
四
八
九
号
と
の
三
差

七
六
号
と
一
般
国
道
四
八
九
号

道
三
七
六
号
に
沿
っ
て
南
西
に

九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十

に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
市
道
殿

差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道

、
市
道
高
山
線
と
の
三
差
路
に

と
市
道
土
井
草
場
線
と
市
道
高

っ
て
東
に
進
み
、
県
道
日
野
吉

同
所
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
北

山
陽
豊
田
線
に
沿
っ
て
東
に
進

っ
て
北
に
進
み
、
市
道
矢
田
殿

に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
市
道
殿

野
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
市

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
大
字
界

国
道
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、

、
起
点
に
至
る
線
に
よ
っ
て
囲

月
三
十
一
日
ま
で

字
界
線
と
市
道
石
町
東
長
野
線

谷
橋
北
詰
を
起
点
と
し
、
同
所

路
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
杉

か
ら
町
道
田
代
墓
地
線
に
沿
っ

道
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
林
道

て
南
東
に
進
み
、
同
林
道
の
終

と
の
林
班
界
の
接
点
に
通
ず
る

、
同
所
か
ら
同
境
界
線
に
沿
っ

路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道

及
び
市
道
沖
田
・
船
津
線
と
の

進
み
、
起
点
に
至
る
線
に
よ
っ

月
三
十
一
日
ま
で

字
須
佐
と
大
字
中
小
川
と
の

界
線
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み

一

名
称

須
佐
・
弥
富
休
猟

二

区
域

萩
市
大
字
江
崎
と

し
、
同
所
か
ら
同
大
字
界
線

界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
大

田
万
と
大
字
下
田
万
と
大
字

大
字
界
線
に
沿
っ
て
南
に
進

同
所
か
ら
大
字
須
佐
と
大
字

一

名
称

高
佐
休
猟
区

二

区
域

萩
市
大
字
高
佐
下

し
、
同
所
か
ら
県
道
萩
津
和

り
、
同
所
か
ら
同
国
道
に
沿

市
道
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、

沿
っ
て
南
西
に
進
み
、
県
道

起
点
に
至
る
線
に
よ
っ
て
囲

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一

字
界
線
に
沿
っ
て
西
に
進
み

境
界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

に
進
み
、
菊
川
町
大
字
東
中

同
所
か
ら
菊
川
町
大
字
東
中

に
至
る
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一

殿
敷
御
幣
司
線
に
沿
っ
て
東

道
殿
敷
稲
光
日
野
線
に
沿
っ

ら
同
国
道
に
沿
っ
て
西
に
進

沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
市
道

ら
市
道
千
秀
寺
丸
山
線
に
沿

沿
っ
て
東
に
進
み
、
下
関
市

進
み
、
下
関
市
菊
川
町
大
字

境
界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
字

、
大
字
上
小
川
西
分
と
大
字
上
小

区大
字
須
佐
と
の
大
字
界
線
と
一
般

に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
大
字
江
崎

字
下
田
万
と
大
字
須
佐
と
の
大
字

須
佐
と
の
境
界
点
に
至
り
、
同
所

み
、
大
字
上
田
万
と
大
字
須
佐
と

中
小
川
と
の
大
字
界
線
に
沿
っ
て

の
県
道
萩
津
和
野
線
と
県
道
高
佐

野
線
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
一

っ
て
南
東
に
進
み
、
市
道
片
俣
線

同
市
と
阿
武
郡
阿
東
町
と
の
境
界

高
佐
下
阿
東
線
に
至
り
、
同
所
か

ま
れ
た
区
域
（
面
積

一
、
一
五

年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四

、
菊
川
町
大
字
樅
ノ
木
と
豊
田
町

菊
川
町
大
字
樅
ノ
木
と
豊
田
町
大

山
と
菊
川
町
大
字
樅
ノ
木
と
豊
田

山
と
豊
田
町
大
字
城
戸
と
の
大
字

た
区
域
（
面
積

一
、
九
四
〇
ヘ

年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四

に
進
み
、
市
道
殿
敷
稲
光
日
野
線

て
北
東
に
進
み
、
一
般
国
道
四
三

み
、
県
道
下
関
長
門
線
と
の
三
差

下
大
河
内
線
及
び
市
道
千
秀
寺
丸

っ
て
南
東
に
進
み
、
砥
場
橋
南
詰

と
美
祢
市
と
の
境
界
線
に
至
り
、

樅
ノ
木
と
豊
田
町
大
字
萩
原
と
の

五

上
小
川
東
分
と
大
字
須
佐
と
の
大

川
東
分
と
大
字
須
佐
と
の
境
界
点

国
道
一
九
一
号
と
の
交
点
を
起
点

と
大
字
下
田
万
と
大
字
須
佐
と
の

界
線
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
大
字

か
ら
大
字
上
田
万
と
大
字
須
佐
と

大
字
中
小
川
と
の
境
界
点
に
至
り

南
に
進
み
、
大
字
上
小
川
東
分
と

下
阿
東
線
と
の
三
差
路
を
起
点

般
国
道
三
一
五
号
と
の
三
差
路
に

と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら

線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線

ら
同
県
道
に
沿
っ
て
北
西
に
進
み

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

年
十
月
三
十
一
日
ま
で

大
字
城
戸
と
豊
田
町
大
字
萩
原
と

字
城
戸
と
の
大
字
界
線
に
沿
っ
て

町
大
字
城
戸
と
の
境
界
点
に
至
り

界
線
に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
起

ク
タ
ー
ル
）

年
十
月
三
十
一
日
ま
で

と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら

五
号
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所

路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道

山
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所

に
至
り
、
同
所
か
ら
丸
山
川
左
岸

同
所
か
ら
同
境
界
線
に
沿
っ
て
南

大
字
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

字に と境上の、大 と至同に、 の西、点 市かにかにに大



平
成
二

平
成
二

平

道
に

成 年 月 日 金曜日

る
。山

一
山

をの
阿

三
・

北
東

ら
浜

山 口

銃
の
よ

及
び

「
銃

県 報

ら進か〇
三山

（号 外 ）

至小弥の進ののり十
一
年
十
月
三
十
日
印
刷

十
一
年
十
月
三
十
日
発
行

沿
っ
て
西
に
進
み
、
町
道
岩
倉
浜

口
市
南
部
・
阿
知
須
干
拓
銃
猟
禁

名
称

山
口
市
南
部
・
阿
知
須
き

口
市
南
部
・
阿
知
須
干
拓
銃
猟
禁

「
山
口
市
江
崎
」
に
、
「
同
市
大
字

知
須
干
拓
地
」
を
「
同
市
の
き

五
・
五
海
岸
線
」
を
「
市
道
海
岸

」
に
、
「
県
道
山
口
阿
知
須
宇
部

一
号
線
と
の
交
差
点
」
に
、
「
町

猟
禁
止
区
域
の
設
定
に
関
す
る
告

う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

猟
禁
止
区
域
」
を
「
特
定
猟
具
使

同
国
道
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
同

み
、
一
般
国
道
一
九
一
号
と
市
道

ら
同
国
道
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
）

存
続
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一

口
県
告
示
第
四
百
十
六
号

り
、
同
所
か
ら
大
字
上
小
川
西
分

川
西
分
と
大
字
須
佐
と
大
字
弥
富

富
上
と
の
大
字
界
線
に
沿
っ
て
南

境
界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
字

み
、
県
道
益
田
阿
武
線
に
至
り
、

三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道

三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国

、
同
所
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北

発
行
所

山

口

県

発
行
人

山
口
県
知

線
と
の
三
差
路
」
を
「
県
道
き

止
区
域
の
一

名
称
に
関
す
る

ら
ら
浜
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区

止
区
域
の
二

区
域
に
関
す
る

秋
穂
二
島
」
を
「
同
市
秋
穂
二

ら
ら
浜
」
に
、
「
同
干
拓
地
」
を

線
」
に
、
「
同
町
道
に
沿
っ
て

線
と
の
三
差
路
」
を
「
県
道
山

道
三
・
四
・
四
縦
貫
線
と
の
三

示
（
平
成
六
年
山
口
県
告
示
第

山
口
県
知

（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号

用
禁
止
区
域
」
に
、
「
設
定
す

市
道
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

旧
国
道
線
及
び
市
道
中
津
坂
根

起
点
に
至
る
線
に
よ
っ
て
囲
ま

月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十

と
大
字
須
佐
と
の
大
字
界
線
に

上
と
の
境
界
点
に
至
り
、
同
所

に
進
み
、
大
字
上
小
川
西
分
と

上
小
川
西
分
と
大
字
弥
富
下
と

同
所
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
西

日
原
須
佐
線
に
沿
っ
て
北
西
に

道
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
市
道

に
進
み
、
一
般
国
道
三
一
五
号

庁事
ら
ら
浜
沖
の
原
線
と
の
交
差
点

部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

域部
分
中
「
山
口
市
大
字
江
崎
」

島
」
に
、
「
吉
敷
郡
阿
知
須
町

「
き
ら
ら
浜
」
に
、
「
町
道

北
東
」
を
「
同
市
道
に
沿
っ
て

口
阿
知
須
宇
部
線
と
市
道
き
ら

差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町

六
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次

事

二

井

関

成

）
第
十
条
」
を
「
鳥
獣
の
保
護

）
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
、

る
」
を
「
指
定
す
る
」
に
改
め

所
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
に

線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所

れ
た
区
域
（
面
積

一
、
六
二

月
三
十
一
日
ま
で

沿
っ
て
南
西
に
進
み
、
大
字
上

か
ら
大
字
上
小
川
西
分
と
大
字

大
字
弥
富
上
と
大
字
弥
富
下
と

の
大
字
界
線
に
沿
っ
て
南
東
に

に
進
み
、
県
道
日
原
須
佐
線
と

進
み
、
一
般
国
道
三
一
五
号
と

中
津
坂
根
線
と
の
三
差
路
に
至

と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か

に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
き
ら

に
、
「
町
道
岩
倉
浜
線
に
」
を

線
」
に
、
「
同
市
大
字
佐
山
」

山
口
市
南
部
・
阿
知
須
干
拓

十
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三

山
口
市
南
部
・
阿
知
須
干
拓

加
え
る
。

四

禁
止
又
は
制
限
に
係
る
特

ら
浜
沖
の
原
線
に
沿
っ
て
西
に
進

「
同
市
道
に
」
に
、
「
町
道
塩
田

を
「
同
市
佐
山
」
に
改
め
る
。

銃
猟
禁
止
区
域
の
三

存
続
期
間

十
一
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め

銃
猟
禁
止
区
域
の
三

存
続
期
間

定
猟
具
の
種
類

銃
器

み
、
市
道
岩
倉
浜
線
と
の
交
点

橋
岩
倉
線
」
を
「
市
道
塩
田
橋
岩

に
関
す
る
部
分
中
「
平
成
二
十
一

る
。

に
関
す
る
部
分
の
次
に
次
の
よ
う

六

」倉年に


